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少している。平成 26 年度学校基本調査によると，全道の小学校の児童数は 256,601 人で，
前年度より 4,769 人減少した。（児童数の減少は昭和 58 年度から続いている。）中学校の生
徒数は，137,026 人で前年度から 1,933 人減少した。（生徒数の減少は昭和 62 年度から続
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いている。） 
また，それと並行して学校の統廃合も進み，学校数も減少している。全道の小学校数は
1,127 校で，前年度より 27 校減少し，中学校数は 641 校で，前年度より 11 校減少した。 
②宗谷管内の現状 
 宗谷管内では，この 10 年間に，小学校は 827 人（約 20％），中学校は生徒数 772 人（約
32％）の児童生徒数が減少した。同様に，学校の廃校や統廃合も急速に進み，小学校では














 表１ 宗谷管内における過去 10 年間の児童生徒数と学校数の比較 
 小学校 中学校 高等学校 児童数 学校数 生徒数 学校数 生徒数 学校数 
Ａ ） 平 成 １ ６ 年 度  4,121 ６３ 2,403 ３３ 2,195 ９
Ｂ ） 平 成 ２ ６ 年 度  3,294 ４２ 1,631 ２５ 1,408 ７
増減（Ａ — Ｂ ） ▲827 ▲１９ ▲772 ▲８ ▲787 ▲２

















小  中  
（３）複式教育の割合の高い宗谷管内 
2012（平成 24）年度の全道のへき地教育の現状をみると，公立小学校数が 1,161 校，公











表２ 宗谷総合振興局内の学校数，複式学校数，児童数    （平成 26 年５月１日現在） 
        ※住民基本台帳，北海道教育庁宗谷教育局「宗谷の教育」より作成。 
        ※小中併置校が，稚内市３校，豊富町１校，幌延町１校含まれる。 
 
３ へき地・複式教育の特色  









人 口 小 学 校 数  
複 式 学 級
を 有 す る
小 学 校 数
複 式 小 学
校 の 割 合
小 学 校  
児 童 数  中 学 校 数
複 式 学 級
を 有 す る  
中 学 校 数  
複 式 中 学
校 の 割 合  
中 学 校  
生 徒 数  
稚内市 36,646 12 7 58 1,769 ９ 4 44 884
猿払村 2,723 6 5 83 171 １ 0 0 82
浜頓別町 3,873 2 1 50 188 １ 0 0 96
中頓別町 1,885 1 0 ０ 73 １ 0 0 41
枝幸町 8,709 9 7 78 457 ３ 0 0 237
豊富町 4,172 2 1 50 178 ２ 1 50 96
礼文町 2,743 4 4 １ ０ ０ 101 ２ 0 0 54
利尻町 2,263 2 1 50 98 ２ 1 50 47
利 尻 富 士 町  2,756 2 1 50 143 ２ 0 0 43
幌延町 2,507 2 1 50 116 ２ 1 50 51







































● ス ク ー ル バ ス 通 学 に よ る 運 動 不 足 及 び
少ない放課後の遊び時間 































































①課題把握 ②解決努力 ③定着 ④習熟・評価 
直接指導 間接指導 直接指導 間接指導 
 
間接指導 直接指導 間接指導 直接指導 





・ 指 導 内 容 を 精 選 し ， 学 習 方 法 や 条 件 を 整 え ，
学習課題を明確にする。 
・自学自習を支える基礎・基本の指導をする。
・ 学 習 し た こ と を 確 認 し ， 賞 賛 し て ， 自 主 学 習
への意欲をもたせる。  
・児童生徒の自主性を養う絶好の機会とする。
・ 学 習 目 標 を は っ き り つ か む こ と が で き る よ う
に，指示を明確に伝える。 
・ 学 習 技 能 を 定 着 さ せ ， 個 人 が 自 学 自 習 や 小 集
団での学習活動ができるようにする。 
・次の直接指導につながる準備の時間とする。
   （図３・表４は，平成 25 年度北海道教育委員会「学校教育の手引き」より引用） 
写真１ 複式学級の学年別学習指

























《 平 成 24 年 ７ 月 宗 谷 沿 岸 小 学 校 ３ 校 に よ る 》    《 平 成 24 年 8 月 宗 谷 沿 岸 小 中 ４ 校 の 合 同 チ ー ム 》 
 
表５ 複式教育の教育方法 
合同学習 集合学習 交流学習 
 一 つ の 学 校 で ２ 学 級 以
上 の 児 童 生 徒 が 学 習 集 団
を編制し，一定の人数の集
団が必要な学習や，異年齢
集 団 の よ さ を 生 か し た 学
習 を 展 開 す る 教 育 方 法 。
（例：全校音楽・全校体育
など） 
 近 隣 の ２ 校 以 上 の 児 童
生徒を一か所に集め，各領
域 等 の 指 導 計 画 の 一 部 の
学 習 活 動 を 各 学 校 の 教 師


































の平均年齢は 38.6 歳（男平均 37.4 歳，女 39.5 歳），中学校教諭の平均年齢は 35.8 歳（男





































































（ 主 幹 教 諭・教 務 主 任・生 徒 指 導 主 事 ・
進 路 指 導 主 事 ・ 学 年 主 任 ）  
管理職（校長・教頭） 
◇ 自 分 の 仕 事 を 調 整  
◇ 先 輩 教 員 の シ ャ ド ー イ ン グ  
◇ 校 務 等 の 全 体 を 見 渡 し 調 整  
◇ 全 体 の 方 針 を 伝 え 意 見 を 集 約  
◇ 方 針 を 明 確 に 示 す  
◇ 学 校 の 全 体 を 見 渡 し 調 整  









学 校 経 営 資 質 の 育 成 充 実  
（ 昇 任 教 頭 研 修 ）  
（ 採 用 校 長 研 修 ）  
 （北海道教育庁学校教育局義務教育課「平成 26 年度小学校教育課程改善の手引き」及

























 イ）市町村合同型の教育研究大会（図８－②参照）  
隣接する利尻富士町と利尻町の２町の教育研究会が，平成 18 年度より両町合同で教育研
究会を開催している。また，合同の教科研究やサークル活動も行っている。町単独の研究























































 ↓  
【宗谷管内教育研究大会】
【教科等研究会・教科部会】
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［へき地の定義及び教職員配置基準］ 





















          （ただし、第１学年を含む場合は９人以下） 
     ［中学校］→２つの学年の生徒数の合計が８人以下 
 教頭の配置    →３学級以上の小中学校 
 養護教諭の配置  →４学級以上の小中学校又は３学級で児童生徒数１１人以上 
の小中学校で１人配置 
 事 務 職 員 の 配 置   → ４ 学 級 以 上 の 小 中 学 校 又 は ３ 学 級 で 児 童 生 徒 数 １ ５ 人 以 上
の小中学校で１人配置 
